










な
い
が
、
王
粛
が
忠
実
に
『

に
引
用
し
て
い
る
点
を
勘
案
す
る

六)、

扮
陰
で
宝
鼎
が
発
見
さ
れ
、

又
満
四

の
長
寿
を
得
た
の

し

と
、
こ
の
記
事
が
古
体
を
留
め
る
も
の
と
王
粛
が
考
え
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な

た
こ
と
が
あ
っ
た

六
四
上
、

吾
丘
寿
王
伝
)
。

こ
れ
は
四

L 、。

の
第
二
例
で
あ
る
。

つ
い
で
、
元
帝
の

四
年
(
前
三
五
)
正
月
、
群
臣
が

『
論
語
』
に

の
死
亡
年
令
が

せ
ら
れ
ず
に
、

た
だ
孔
子
の
言
葉
「
不

皇
帝
四
十

の
長
寿
を
祝
し
た
記
録
が
み
え
る

元
帝
紀
〉
。

即
ち
、

幸
短
命
死
実
」
が
残
さ
れ
た
こ
と
は
、

一
つ
に
は
顔
回
の
死
没
年
が
忘
れ
さ
ら

中
期
に
は
四
十
歳
の
寿
賀
が
貴
族
社
会
に
普
及
す
る
状
況
が
、
正
史
の

れ
て
不
明
と
な
っ
た
事
実
を
示
す
も
の
が
考
え
ら
れ
、

二
つ
に
は
孔
子
が
「
短

カ通

か
ら
窮
知
で
き
る
。

命
死
喪
」
と

い
た
よ
う
に

に
お
け
る
百
年
天
寿
説
か
ら
知

か
か
る

J¥ 

の

の
流
行
す
る
背
景
に
、
天
寿
入

の
社
会
通

ら
れ
る

の
通
念
に
基
い
て
、

四
十
九

下
の
死
亡
と
大
ま

念
の
定
着
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

ひ
い
て
は
短
命
四

の
解
釈
が

か
な
顔
回
故
事
を
知
る
だ
け
で
編
纂
に

を
来
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ

巷
聞
に
浸
透
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
、

命
の
誤
解
の
要
因
が

ら
れ
る
。

い
ま
そ
の

が
真
実
を
伝
え
る
か
判
然
と
し
な
い
が
、
顔
回
が
孔

生
じ
た
。
こ
れ
ま
で
の
四
十
一

亡
説
で
は
、
顔
回
は
短
命
で
な
く
長
寿
で

子
よ
り
も
三

で
あ
る
と
い
う
記
録
が
残
る
点
か
ら
、
前
者
の
理
由
は

以
て
祝
福
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
不
幸
」
と
い
う
『

の

り

隠
当
で
な
い
か
ら
こ
こ
で
軽
視
し
て
よ
か
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
後
者
の
理

と
な
る
。
し
か
し
、
武
帝
以
後
の

理
念
は
、
孔
子
の
教
え

成
し
た

由
が
当
面
す

と
し
て
有
力
の
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
顔
回
の
死
亡

語
』
を
聖
典
と
し
て
絶
対
視
す
る
。
聖
典
に
偽
り
が
あ
ろ
う
筈
は
な
い
。

年
令

の
天

か
ら
四

下
で
あ
り
、

四
十
一

の
推
定

」
F

』

v
」

四
十
一

と
い
う
従
来
の

に
疑
問
が
生
ず
る
。
今
ま
で

で
は
な
い
。
こ
の
様
に
、
『

及
び
『
史
記
』
の
材
料
に
基
い
て
、

信
じ
て
い

の
死
亡
年
令
は
何
か
の

い
で
あ
ろ
う
、
と
い
っ
た
考
え

一
の
顔
回
四
十
一

J

首
肯
さ
れ
る
。

カi

が
経
典
解
釈
の
中
で

な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
元
帝
の

は
官

孔
予
言
一
一
其
短
命
一
者
、
仁
者
宜
レ
寿
、
雄
一
面
十
一
亦
短
命
耳
。

入
社
会
に
経
典
学
習
を
刺
戟
し
そ
の
深
化
の
度
合
を
深
め
、

や
が
て
そ
の

と
述
べ
て
い
る
の
は

で
あ
る
。

ヵ:

に
至
っ
て

常
に
高
ま
る
。
鄭
玄
を
は
じ
め
と
す
る
学
者
頑
学
の
輩
出

次
に
、
第
二
の
説
の
検
討
に
入
ろ
う
。

の
文
帝
が
四
十
代
を
長
寿
と
し

:
、
、
母
、

ド
h
4
μ
4
μ

の
延
長

に
み
ら
れ
た
。

て
感
激
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
女
帝
の
後
武
帝
の
元
鼎
元
年
(
前
一
一

か
ら
漸
く
盛
と
な
る
経
典
研
究
か
八

の
中
で
高
ま
る

不

幸

短

命

考

四
五



不

幸

短

命

考

四
六

を
通
じ
て
深
め
ら
れ
る
と
、
勢
い

説

正

一
〉
五
月
に
三
十
三

で
な
く
な
っ
た
(
呉
志
巻
二
、

呉
主
孫
権
伝
)
。

く
さ
れ
る
条
件
が
生
じ
る
。
即
ち
、
時
代
の
要
求
す
る
長

の
研

で
彼
は
、
顔
回
の
様
な
上
智
の
才
あ
る
賢
人
で
も
若
死
す
る
と
い
う
伝
承
を
信

究
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
従
来
の
社
会
通
念
を
つ
き
崩
し
て
い
っ
た
。

四
十
一
歳

じ
、
凡

の
自
分
が
顔
回
の
年
を

え
る
ま
で
長
生
き
で
き
た
こ
と
に

と
も
四
十
二
歳
と
も
考
え
ら
れ

回
の
不
幸
な
死
亡
は
、
そ
の
確
か
な
年
代

し
、
短
命
の
三
十
三
歳
に
些
か
の

か
な
い
。
孫
登
が
い
う
「
其
寿
」

の
「
四
十
」
が
実
は
コ
ニ
十
」
の
誤
ち
と
し
て
理
解
す
る
聖

正
の
新
し
い

は
三
十
一
歳
を
指
す
の
か
三
十
二

を
指
す
の
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
と

と
な
っ
て
ゆ
く
。

こ
れ
に
よ
り
、

回
短
命
説
は
コ
ニ
十
一

乃
至

に
角
、
三
世
紀
前
葉
の
江
南
地
方
に
お
け

に
、
三
十
一
、
二
歳
死

コ
ニ
十
二
歳
」
に
固
ま
っ
て
く
る
。
所
謂
、

カ
『
孔
子
家
語
』

の
素

亡
の

の
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

材
と
な
っ
た
顔
回
三
十
二
歳
死
亡
の
論
拠
に
は
、
漢
代
に
お
け
る
天
寿
説
を
改

も
と
よ
り
、
こ
の
説
を
無
批
判
に
う
け
入
れ
る
こ
と
に
は

期
さ
ね
ば

め
た
三
世
紀
の
社
会
通
念
H
短
命
観
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
、

な
ら
な
い
。
先
ず
、
王

が
後
漢
献
帝
の
興
平
二
年
(
一
九
五
〉
生
ま
れ
で
、

芸
文
志
に
載
る
『

二
十
七
巻
の
う
ち
に
、
こ
の
様
な
短
命
観
が
収
め
ら

貌
の
斉
王

克
年
(
二
五
六
)
に
六
十
二
歳
で
な
く
な
っ
た
こ
と
。
孫
登
死

れ
て
い
た
か
知
る
方
は
な
い
。
し
か
し
、
巷
聞
の

亡
の
時
に
は
、

王
粛
は
四
十
七
歳
に
達
し
て
お
り
、

そ
れ
ま
で
に
『
孔
子
家

ろ
『
孔
子
家
一
語
』
成
立
以
前
と
思
わ
れ
る
江
南
の
貴
族
社
会
で
理
解
さ
れ
て
い

語
』
を
著
わ
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
孫
登
が
い
ち
早
く
手
に
入
れ

た
、
と
い

な
資
料
が
一
つ
あ
る
。

て
い
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。
そ
こ
で
、

『
魂
志
』
巻
二
ニ
、

王
粛
伝
所
収

そ
れ
は
、

『
呉
士
山
』
巻
一
四
、
孫
登
伝
に
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

の
王
粛
の

み
る
と
、
明
帝
時
代
に
司
馬

の
人
柄
に
つ
い
て

二
年
、
以
レ
権
為
一
一
呉
王
吋

登
為
一
一
太
子
吋
立
凡
二
十
一
年
、
年
三
十
三
卒
。
臨
レ
終
、
上
レ
疏
目
、
臣

聞
死
生
有
レ
命
、
長
短
自
レ
天
。
周
晋
・
栢
固
有
一
王
智
之
才
「
市
尚
天
折
。

年
過
一
一
其
寿
吋
生
為
一
面
嗣
「
没
享
一
一
栄
一
肺
。
於
レ
臣
日
多
、
亦 立レ

論
を
戦
わ
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
折
、

tま

孫
登
字
子
高
、
権
長
子
也
。

司
馬
遷
記
事
、
不
レ
虚
レ
美
、
不

悪
。
劉
向
・
揚

一
一
其
善
叙
v

事
両
氏
史
之
才
「

一。

と
言
っ
て
、

『
史
記
』
の
実
録
と
し
て
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
に

何
悲
恨
哉
。

ト

ι
ハノ、

王
粛
が
『
史
記
』
に
対
し
て
絶
対
的
な

せ
て
い
る
こ
と
を
知

孫
登
は
貌
の
黄
初
二
年
つ
ご
二
)
に
太
子
に
冊
立
さ
れ
、
赤
烏
四
年
(
二
四

り
得
て
も
、

『
孔
子
家
一
詰
』
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
又
、



の
文
学
活
動
を
集
約
し
た
伝
記

ヂ

』

+ι

、

か
鄭
玄
を
好
ま
ず
、

の
内
容
か
ら
抜
け
出
た
文
学
色
豊
か
な
哀
辞
文
体
を
留
め
る
現
存

諸
学
説
の
異
同
を
採
り

-
コ
一
礼
・
『
春
秋
左
氏
伝
』
等
の
解
釈
を
施
し

た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
『

の
素
材
と
な
る
資
料
の
整

最
古
の
作
品
で
、
作
者
不
明
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
諜
文
比
較
の
面
か
ら
も
亦

漢
代
の
祝
文
比
較
の
面
か
ら
も
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

を
窺
い
得
て
も
、
そ
れ
の
編
纂
に
入
っ
た
手
が
か
り
は
つ
か
め
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、

陳
寿
の
正
史
編
纂
に
対
す
る
勧
誠

の
立
場
か
ら
、

又
、
王

か
『
聖
証
論
』

わ
し
て
都
玄
批
判
を
や
っ
て
後
、
春
秩
三
伝
・

「
得
失
を
明
ら
か
に
す
る
」
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
。
こ
の
姿
勢
は
『
三
国
志
』
を

『
春
秋
例
』
・
『
礼
記
』
等
の
注
釈

い
た
と
い
う
が
、
こ
れ
又
同
様
に
、

貫
く
基
本
線
と
思
わ
れ
る
の
で
、
王
粛
の
記
述
に
関
し
て
陳
寿
が
『
孔
子
家

『
孔
子
家
語
』
作
成
の
事
情
を
窺
わ
せ
る
真
実
を
察
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

語
』
に
少
し
も
触
れ
な
い
の
は
、
確
か
な
資
料
が
見
当
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ

あ
る
。
従
っ
て
、
資
料
の
制
約
と
い

を
無
視
で
き
な
い
が
、
現
在
の
と

ろ
う
。

つ
ま
り
、

『
孔
子
家
語
』
の
編
纂
・
成
立
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
な

こ
ろ
『
孔
子
家
語
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
全
く
分
ら
な
い
、
と
い
う
結
論
に
落

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
及
ん
で
、
孫
登
伝
の
資
料
は
三
世
紀
の

着
く
。

を
知
る
上
で

な
存
在
で
あ
り
、

『
孔
子
家
語
』
成
立
前
夜
の
『
史
記
』
の

次
に
、

『
三
国
志
』

の

か
ら
み
た
孫
登
伝
の
検
討
は
ど
う
で
あ
ろ
う

記
述
を
補
う
内
容
を
示

す
る
点
で
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

か
。
周
知
の
如
く
、

『
三
国
志
』
は
晋
の
陳
寿
(
二
三
三

t
二
九
七
)
の
撰
に

五、

で
は
「
文
徳

の
全
文
を
収
め
た

を
号|

に
も
、
同
内
容
の
「
賢
人
君
子
相
損
。
賢
人
君
子
未
z
必

一一其
行
吋
論
語
云
、
偲
行
顔
淵
五
々
」
の
表
現
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(

2

)

小
島
憲
之
著
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
下
』
一
三
五
四
頁
。

(

3

)

文
選
巻
二
十
に
は
、
晋
の
文
帝
元
嘉
二
十
年
三
月
に
皇
太
子
勧
が
国

学
で
孔
子
並
に
顔
回
を
記
っ
た
時
の
釈
集
会
で
、
顔
延
年
が
詠
ん
だ
詩

一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〈

4
)

続
日
本
紀
、
二
月
丁
己
条
に
み
え
、
本
文
の
注
に
「
釈
集
之
礼
、
於

レ
是
始
見
実
」
と
あ
る
。
又
、
養
老
学
令
三
条
に
「
凡
大
学
園
学
、
毎
レ

年
春
秋
二
仲
之
月
上
了
、
釈
ニ
糞
於
先
聖
孔
宜
父
二
広
々
」
の
規
定
が
あ

?注
、ーノ

よ
る
。
そ
の
内
容
の
価
値
は
、
尚

郎
部
額
等
の
上
表
文
に

史
陳
寿
、
作
ニ三
国
志
吋
辞
多
一勧
誠
「
明

「
有
レ
益
-
-

風
化
吋
難
ニ
文
艶
不
v
若
ニ
相
如
「

レ之。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

ら
れ
る
。

の
知
る
所
で
は
、
陳

寿
が
注
の
多
く
に

を
活
用
し
、

殊
に
本
文
を
補
う
為
に
『
貌
士
山
』
巻

用
し
て
い
る
点
か
ら
、

の

に
は
原
資
料
を
忠
実
に
紹
介
す

る
と
い

で
事
宜
を
得
た

カ
み
ら
れ
る
。

は
、
古
代
の

不

幸

短

命

考

四
七



不

幸

短

命

考

四
八

り
、
そ
の
早
く
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(

5

)

貌
の
桓
範
の
世
要
論
に
「
失
賞
レ
生
以
-
一
爵
禄
「
栄
レ
死
以
-一
抹
詑
「
是

人
主
権
柄
。
而
漢
世
不
レ
禁
レ
使
下
私
称
レ
与
-一
王
命
一
争
流
、
臣
子
与
ニ
君

上
一倶
用
M

善
悪
無
レ
章
、
得
失
無
レ
効
、
量
不
レ
誤
哉
」
と
み
え
、
文
心

離
龍
巻
三
、
諜
碑
に
は
「
白
一
-
後
漢
一
以
来
、
碑
碕
雲
起
」
と
み
え
、
宋

書
巻
一
五
、
礼
志
こ
に
は
「
漢
以
後
天
下
、
送
死
者
擁
、
多
作
一
一
石
室

・
石
獣
・
碑
銘
等
物
吋
建
安
十
年
、
貌
武
帝
以
一
夫
下
離
弊
「
下
レ
令
不

レ得
一一
厚
葬
「
又
禁
一一
立
碑
一
」
と
み
え
る
。

(
6
〉
「
顔
淵
に
つ
い
て
」
東
方
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
東
方
学
論
集

所
収
。

(

7

)

毛
奇
齢
(
論
語
稽
求
編
〉
は
鯉
の
生
誕
一
歳
を
孔
子
二
十
歳
の
時
と

し
乍
ら
、
親
子
の
年
令
差
十
九
歳
を
二
十
歳
と
計
算
し
、
鯉
の
卒
年
次

を
孔
子
七
十
歳
京
公
十
三
年
に
誤
ま
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
木
村
英
一

氏
は
「
孔
子
七
十
歳
頃
」
と
す
る
。
新
釈
漢
文
大
系
は
寸
孔
子
七
十
一

歳
の
時
」
と
す
る
。

(
8
〉
寛
保
元
年
、
京
都
の
書
坊
荘
左
衛
門
板
行
の
孔
子
家
語
は
「
一
一
一
十
一

早
死
」
と
す
る
。
文
同
書
に
岡
白
駒
の
補
注
が
あ
る
が
、
「
少
孔
子
三

十
歳
」
を
ば
「
十
三
」
の
字
倒
と
解
し
、
所
論
を
展
開
し
て
い
る
。

(

9

)

「
顔
回
以
ニ
徳
行
一著
名
、
応
レ
得
エ寿
考
吋
市
反
二
十
九
髪
尽
白
、
三

十
二
而
卒
。
故
目
、
不
幸
短
命
死
会
」
と
み
え
る
。
韓
康
伯
は
長
社
の

人
で
吏
部
尚
書
・
領
軍
・
将
軍
を
歴
任
し
、
極
官
太
常
を
拝
命
す
る
前

に
な
く
な
っ
た
。

(
叩
)
偽
作
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
列
子
自
身
の
筆
の
も
と
に
、

門
人
後
生
の
に
増
益
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
漢
末
の
劉
向
が
校
訂

し
て
八
巻
と
し
、
東
晋
の
張
湛
が
注
を
作
っ
て
か
ら
行
わ
れ
た
と
い
う

(
中
国
学
芸
大
事
典
)
。

(
日
)
木
村
英
一
氏
の
説
は
、
「
七
十
一

1
二
歳
の
老
い
た
る
孔
子
か
ら
見

て
、
前
途
有
為
の
四
十
一

l
二
歳
の
弟
子
の
死
を
〈
不
幸
短
命
に
し
て

死
せ
り
〉
と
言
っ
た
と
し
て
も
、
少
し
も
不
自
然
で
は
な
い
と
考
え

る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
に
は
一
年
の
幅
を
考
慮
さ
れ
て
い

る。

(

ロ

)

拙
稿
「
哀
策
文
研
究
ノ
l
ト
」
未
発
表
。

四

む

す

ぴ

に
み
ら
れ
た
不
幸
H
短
命
の

が
、
孫
登
伝
の
資
料
を
知
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
三
世
紀
当
初
に
お
い
て
四
十

に
当
る
と
い
う
こ
と

認
し
た
。
こ
の
短
命
不
幸
の
解
釈
は
、
そ
の
後
変
る
こ
と
な
く
中
国
社
会
に
通

用
し
、
や
が
て
「
四

の
賀
」
を
生
み
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
。

ち

二
年
に
み
ら
れ
る
長
屋
王
に
お
く
ら
れ
た
「
五
八
寿
」
が
そ
の
最
初
で
あ

り
、
そ
し
て
、
孝
謙
女
帝
へ
の
「
宝
寿
」
の
祝
福
と
な
っ
て
継
受
さ
れ
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
天
皇
に
お
く
ら
れ
る
本
邦
最
初
の
葬
賀
が
あ
っ
て
、

一
」
と
称
さ
れ
て
、
平
安
朝
の
貴
族
社
会

上
皇
・
淳
和
天
皇
の

四

の

は
「
壮
年
の

の
嘉
礼
と
し
て
定
着
を
み
る
。

に
始
ま
り
、

仁
明
天
皇
の
有
名
な
宝
算
賀
を
紘
一
切
、

な
ど
一
連
の



太
后
に
お
く
ら
れ
る
四
十
歳
の

川

7
V

J

み
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
算
賀
の

を
刀t

一"l

に
み
え
る
「
不
幸
」
は
、
課
作
者
が

の
賢
人
と
し

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

て

え
る
一
方
で
、
厄
病
の
年
に
な
く
な
っ
た
そ
の
死
を
傷
む
哀
辞

で

か
く
し
て
、
中
国
に
盛
行
を
み
た
天
寿
八
十
歳
説
か
ら
派
生
す
る
四
十
歳
の

は
な
か
っ
た
か
、
と
思
う
。

賀
は
、

わ
が
国
に
お
い
て

中
期
以
後
の
貴
族
社
会
に
活
か
さ
れ
た
。
こ

れ
と
同
時
に
、
四
十
歳
未
満
の
年
寿
の
少
い
人
は
将
来

さ
れ
る
人
と
し

注(1
)

懐
風
藻
に
万
利
宣
令
と
伊
支
古
麻
目
が
、
長
屋
王
の
「
五
八
の
年
を

賀
く
」
詩
一
首
を
そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
だ
作
品
を
収
め
て
い
る
。

(

2

)

続
日
本
紀
、
天
平
宝
字
元
年
八
月
甲
午
条
の
群
臣
上
奏
文
に
、
「
五

八
双
レ
数
、
応
ニ
宝
寿
之
不
惑
「
日
月
共
レ
明
、
象
一
一
紫
宮
之
永
配
一
」
と

み
え
る
。

(
3
〉
岡
田
正
之
氏
は
、
聖
武
天
皇
に
お
く
ら
れ
た
算
賀
を
ば
、
天
皇
寿
賀

の
嘱
矢
と
言
わ
れ
た
(
『
日
本
漢
文
学
史
』
第
二
期
、
第
六
章
、
懐
風

藻
、
風
俗
資
料
の
小
項
目
)
。

(

4

)

類
粟
国
史
巻
二
八
、
太
上
天
皇
算
賀
に
、
「
伏
願
陛
下
、
壮
年
之
慶

非
レ
無
二
前
儀
一
云
々
」
の
皇
太
子
言
を
収
め
る
。

(

5

)

同
右
に
、
「
淳
和
天
皇
天
長
二
年
十
一
月
丙
申
、
奉
レ
賀
一
一
太
上
天
皇

五
人
之
御
齢
」
と
み
え
る
。

(

6

)

続
日
本
後
紀
、
嘉
祥
二
年
三
月
庚
辰
条
に
、
興
福
寺
の
大
法
師
等
が

仁
明
天
皇
四
十
歳
の
賀
を
祝
福
し
て
、
聖
像
四
十
艦
を
造
り
金
剛
寿
命

陀
羅
尼
経
四
十
巻
を
書
写
し
、
更
に
長
歌
た
こ
と
を
載
せ
て

い
る
。

(

7

)

三
代
実
録
、
貞
観
十
年
中
門

子
・
同
十
二
月
五
日
甲
子
・

条。

て
「
春
秋
に
富
む
」
と
い
う
中
国
伝
来
の
言
葉
を
以
て
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
年
少
で
血
気
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
は
春
秋
に
富
む
こ
と
を
意
味
す
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
が
思
い
も
よ
ら
ず
身
に
ふ
り
か
か
っ
た
凶
事

(
死
〉
が
、

「
春
秋
に
富
む
」
と
い
う
意
味
の
う
ら
は
ら
な
「
不
幸
」
の
表
現

と
な
り
、

日
常
生
活
の
中
で
の
哀
辞
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
謂
わ
ば
、
こ
の

「
不
幸
」
が
こ
れ
ま
で
検
討

て
き
た
哀
辞
の
「
短
命
」
と
同
義
な
の
で

あ
る
。こ
れ
を
要
す
る
に
、
わ
が
奈
良
朝
に
は
不
幸
H
短
命
〈
四
十
歳
未
満
〉
の
哀

辞
が
、

の
受
容
過
程
で
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
し
た
い
。
こ
の
推

定
に
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、

の
頭
に
み
え
る
「
不
幸
」
二
字
は
、

諒
作
者
が

に
仮
托
し
た

と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
八

に
生
ま
れ
た
白
楽
天
は
三
十
二

を
持
ち
、
不
幸

の
訪
れ
る
不
安
に
い
つ
も
怯
え
て
い
た
。
中
唐
文
人
白
楽
天
の
作
品
か
ら
窺
わ

れ
る
八
世
紀
の
不
幸
短
命
観
を
思
う
と
き
、
こ
の
社
会
通
念
は
中
国
独
特
の
思

二
十
七
日
丁
亥
・
同
十
一
月
十
一
日
庚

六
年
三
月
二
十
七
日
己
己
等
の
各

で
な
く
わ
が
国
に
も
存
在
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

不

幸

短

命

考

四
九



不

幸

短

命

考

f町、
8 
'-' 

聖大
武富、
天
皇
tま

五
O 

(
武
智
麻
呂
伝
)
に
、
「
天
平
三
年
、
:
・
於
レ
是
帝
春
秋

レ
怠
」
と
み
え
る
。
大
宝
一
克
(
七

O
一
〉
年
に
生
れ
た

天
平
三
ハ
七
三
一
)
年
に
は
三
十
一
に
達
し
て
い

富
於
春
秋
(
春
秋
富
)
の
事
例
一
覧
表

年

1 2 3 4 5 6 

元威隆威大元中永章元鴻陽章

7 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9. 8 

平元和始嘉朔寧嘉安和和

次
五一一一一一一一一三二一七三一六四二一中三一

西

人

名

B 
C 

一
九
二

一
七
九

一
四
一
一
三
八
八
七

帝帝帝

1/ 

昭 武文恵

帝

1/ 1/ 1/ A 
D 

四三三三三二一 O 
二七六三二九八九八 i二三
六二二一五一九二八一一四三

七

。

成

帝

。1/ 

平

帝

和

帝

。

少

帝
懐

帝

成

帝

京

帝

孝

武

帝

文

帝

1/ 1/ 1/ 。1/ 1/ 1/ 。

る
。
漢
十
、
東
平
思
王
宇
伝
に
、
「
上
(
元
帝
)
目
、
朕
惟
王

之
春
秋
方
剛
」
と
み
え
る
顔
師
古
注
に
「
言
一
一
其
年
少
血
気
盛
一
」
と
あ

る
。
参
考
の
為
に
中
国
に
お
け
る
「
春
秋
富
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

出

典

後建後
1/ 

元元元 位

該
当
年
令

ニ九、

三
八
、
高
五
王
伝
・
史
記
巻
五
二
、

五
二
、
田
扮
伝

六
五
、
東
方
朔
伝

。
二
五
下
、
郊
杷
志
・
同
巻
二
七
中
下
、
五
行
士
山
・
同
巻
三
六
、

楚
元
王
伝
・
同
巻
五
回
、
李
広
伝
・
同
巻
七
六
、
韓
延
寿
伝

漢
書
巻
八
一
、
張
再
伝
・
同
巻
八
二
、
王
商
伝

。

六

O
、
杜
周
伝

。
五
九
、
張
湯
伝

。
九
九
上
、
王
奔
伝

後
漢
書
巻
三
七
、
桓
郁
伝

。
四
一
二
、
楽
恢
伝

。
七
二
、
董
卓
伝
・
同
巻
七
四
上
、
嚢
紹
伝

。
五
五
、
蕃
尼
伝
・
潜
太
常
集
所
収
釈
実
現
序
文

世
説
新
語
中
、
方
正
篇

六
六
、
陶
侃
伝

五
六
、
孫
縛
伝
・
孫
廷
尉
集
所
収
諌
移
都
洛
陽

三
二
、
康
献
楕
皇
后
伝
・
同
巻
七
九
、
謝
安
伝

四
回
、
謝
晦
伝

二
十
一

二
十
一
ニ
h
v

十
六
。

十
九
。
八
。

1/ 

斉
悼
恵
王
世
家

。1/ 

一

十

九

9

一

二

十

六

。

三
十
二
J
三
十
五
h
q

十
h
q

十
。

十
四
h
q

十
七
。
入
。
六
。

十
二
。

二
十
二
。
十
h
q

二
十
h
v

。4シ



35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 

大

明

二

皇

興

五

太

和

八

中

興

一

天

保

一

西
貌
恭
帝
三

天

統

一

開

元

五

大

和

九

文

徳

一

泰

常

八

太
平
真
君
五

徳

二
国

十

興

五
平

一

禾

一

嘉永皇登不

幸

短

命

考

1/ 

四
五
八

四
七
一

四
八
四

五
O

一

五
五

O

五
五
六

五
六
五

七
一
七

八
三
五

八
八
八

四
二
三

四
四
四

五
七
三

ゴ
一
九
五

四
七
一

五
O
八

一一一二六

二
十
五
。

十
入
。

十
八
9

十
四
9
六
。

十
五
。
十
9

三
十
三
。

二
十
七
。

二
十
二
。

三
十
二
。

二
十
九
グ
七
h
ゲ

回
。

十
八
9

二
十
六
。

二
十
9・

1/ 

宏

文

帝

孝

文

帝

和

帝

廃

帝

孝

問

帝

後

主
玄

宗

文

宗

昭

宗

明

元

帝

太

武

帝

静

帝
太

子

嗣

献

文

帝

宣

武

帝

孫

慮

。。1/ 4シ1/ 。。1/ 。。1/ 。1/ 1/ 1/ 

建
平
王
太
妃
周
氏
行
状

四
、
趨
黒
伝

一
三
、
高
宗
乳
母
常
氏
伝

再
三
八
、
粛
頴
胃
伝

高
五
、
廃
帝
紀

二
九
、
侯
植
伝

巻
四
八
、
胡
長
仁
伝

巻
九
六
、
新
唐
書
巻
二
一
五
、
宋
環
伝

巻
二
三
、
李
石
伝

一
八
五
、
張
溶
伝

三
五
、
佳
浩
伝

広
弘
明
集
巻
八
、
叙
元
貌
太
武
廃
仏
法
事

9

七
、
惰
庫
道
(
弁
惑
篇
)

三
二
、
高
湖
伝

一
九
中
、

六
七
、
一四、

1/ 

周新旧
居玉 f 

1/ 
。呉

伝

伊
丹
北
高
校
教
員

五



予

Lr. 
ロ

:予 j

:告 I

O
昭
和
五
十
五

全

大

要

当
学
会
昭
和
五
十
五
年
度
大
会
を
、

学
園
女
子
大
学
と
の
共
催
に
よ

り
、
左
記
の
要
領
に
し
た
が
っ
て
開
催
す
る
予
定
で
す
〈
詳
細
に
つ
い
て

は
、
決
定
次
第
、
次
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)
。

一
、
目

程

昭
和
五
十
五
年
十
月
十
八
日
(
土
〉

J
十
月
二
十
一
日
〈
火
)

第
一
日

十
月
十
八
日
(
午
後
〉

• 

第
二
日

十
月
十
九
日
(
全
日
〉

研
究
発
表
会

右
両
日
の
会
場
、
園
田
学
園
女
子
大
学

一Tm

字
船
子
二
六
五

第
三
・
第
四
日

十
月
二
十
・
二
十
一
日
(
全
日
)

(
北
陸
方
面
、

一
泊
〉

一一、

者

内
，ー-廿

上
代
の

-
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

時
間

三
十
分

六
月
三
十
日
(
月
〉

発
表
御
希
望
の
方
は
、
題
目
・
氏
名
・

の
う
え
、
要
旨
(
八

字
以
内
)
を
添
え
て
、
学
会
本
部
あ
て
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

人一

。
津
潟
久
孝
博
士
考
案

出
向
4

附

しー

五
二

目
次
。
創
刊
号
ー

に
よ
る
索
引

A
5
判

頒

価
送

料

二
一五一一一

、-'

厚
手
上
質
紙
(
町
×
打
倒
)
四
色

頒

価

五

円

送

料

一

四

O
円

-
吉
井
巌
補
訂

の
見
方
」
っ
き
袋
入

。
-， 

特

殊

仮

名

。
掛
詞
・
形
容
詞
・
助
動
調
各
活
用
表
っ
き

(
送
付
の
守
合
上
、
な
る
べ
く
、
本
誌
既
刊
号
、
右

ま
た
め
て
御
注
文
下
さ
い
J

。
第
一
部

「
寓
業
」
の

故
大
浜
厳
比
古
氏
の

厚
手
上
質
紙

B
6
判

送

業

五

O
円

料

六

O
円

」
等
に
併
せ
て
、

A
5
判

三

一

頁

葉

大

頒

価

四

五

円

訓

釈

篇

第

二

部

論

送

料

負

担

の
一
人
と
し
て
、
永
年
商
業
学
会
の
発
展
に
寄
与
し
た

あ
る
・

申
込
先

T 
601-11 

京
都
市
左
京
区
静
市
市
原
町

九
一

O
l八
O

書

韓

大

地

O
七
五
|
七
八
一

1
0二
O
O

電
話



訂簿名会

話番号所住@ 

長野市北条142 2 

田谷区上北沢1 32 8 5 

大阪市東住吉区田辺西ノ町7 4 

5
 

p
k
l
υ
 1
 546 

03-261-9841 東京都千代田区三番町12

京都市東山区大和大路五条下ノレ石垣町74

橿原市五条野町1520 81 

102 

634 

更

正

員

好

進

子

学

館

子

宏

樹

!

子

三

子

之

子

正

会

大

宰

‘

祥

子

千

利

光

卜

悦

悦

英

ユ

泉

内

女

辺

谷

川

山

野

目

倉

村

部

松

山

永

月

島

村

館

河

妻

見
605 

248 

笠岡市笠岡1774

茨木市桑田町11 18 

431-14 静岡県引佐郡三ヶ日町岡本668

藤沢市下

東京都中央区築地281永谷タウンプラザ70403-542-7296 

岡山市沢田818

藤井寺市藤ケ丘128

吹田市泉町5 12 5 

広島市牛田東1 21 5 

呉市西中央4 3 20 

759-66 下関市安岡本町1846

弘

男

晃

千賀子

忠志

714 

567 晶

忠

0466-44-7732 252 

山本アパート

104 

703 

564 

737 

583 

730 

一
子

斌

代

可

一

大阪市東淀川区下新庄6 14 8 

茨木市西田中町761 ゆたかマンシ冨ン101号

松戸市馬橋361 グりーンハイツ平野107 桑原方

府中市押立町2 32 9 0423-63-1440 

静岡市北安見3 10 14 

567 

183 

420 

271 

0778-22-6825 

館林市松原1 12 28 

(ウからカヘ〉

岐阜市長良城之内 岐阜大学教育学部

480-11 愛知県愛知郡長久手町長歌字平池15 丸山住宅3 305 

(カからコヘ〉

〈カからスへ〉

津市上浜町1515 三重大学教育学部内

東京都杉並区清水3ー 11 12 比留間方

509-01 各務原市鵜沼南町4 126 1 

福井県武生市国高町2 63 

374 

502 

514 
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後

<> 
お

<> 

記

。

梅

か

ら

桜

へ

と

移

る

季

節

は

、

の

季

節
で
も
あ
る
。
編
集
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
最
後
の

号
を
こ
こ
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
三

月
に
は
い
り
、
い
く
た
び
か
別
れ
の
挨
拶
を
交
わ

し
て
き
た
末
に
「
後
記
」
に
向
か
う
今
、
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
が
胸
を
去
来
す
る
。

。
そ
う
し
た
本
号
の
巻
頭
に
、
昨
秋
の
大
会
で
御
講

演
い
た
だ
い
た
稲
岡
耕
二
氏
か
ら
お
原
稿
を
頂
戴

で
き
た
こ
と
を
、
な
に
よ
り
の
記
念
と
し
た
い
。

ま
た
、
九
十
七
号
以
来
玉
稿
を
賜
っ
た
方
々
に

も
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
る
。

。
っ
た
な
い
編
集
で
あ
っ
た
が
、
会
員
各
位
の
御
鞭

捷
の
も
と
で
、
か
ら
く
も
任
が
果
せ
た
と
い
う
次

第
で
あ
る
。
と
り
わ
け
前
編
集
長
の
神
堀
忍
氏
に

は
、
逐
一
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
た
か
っ
た
。
か
れ
こ
れ
感
謝
の
念
で
一
杯

で
あ
る
。

。
次
期
は
、
岐
阜
大
学
の
浅
見
徹
氏
に
担
当
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
決
定
し
た
。
疎
腕
の
氏
を
ふ
た
た

び
迎
え
て
、
本
誌
も
定
期
刊
行
を
取
り
戻
せ
る
も

の
と
安
堵
し
て
い
る
。
弱
卒
は
去
る
の
み
だ
が
、

い
ず
れ
誌
上
で
ま
た
お
目
に
か
か
る
折
も
あ
ろ
う

か

と

思

う

。

願

わ

ん

る

頃

に

。
(
芳
賀
紀
雄
〉

ー

・

雑

誌

の

は

学

会

本

部

あ

て

2
入
会
申
込
み
、
住
所
変
更
・
改
姓
等
の
届
出
、
円
支
出

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

定

に
限
る
。

、

て
内
容
は
高
葉
に

文。
一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
忙
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
乙
と
。

て
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

葉

串

曾

会

則

て
本
会
は
高
葉
皐
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「

を
発
行
す
る
。

る
各
分
野
の
研
究
論

五
四

一
、
本
会
は
随
時
、
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

祉
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、

問
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
二
千
四
百
円
の
会
費
(
誌
代
を

含
む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
四
)

に
お
い
て
戸
行
な
ふ
。

昭
和
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十
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年
三
月
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十
日
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年
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十
五
日
発
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円
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室
内
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